
ロックシールＲ工法
（吹付け仕様）

ロックウール表面への付着性が優れています。

特　長

適用範囲

付着性付着性

間隔時間
（23℃・ｈｒ）

所 要 量工　程 材　料・調　合 施工用具・条件 塗回数

ロックウール粉塵飛散防止処理工法
（表面固化）

ロックシールＲ工法は、天井面・折板裏等に施工されている吹付けロックウールの表

面固化と美装を行う工法です。

吹付けロックウールの美観が気になるというお客様におすすめします。

無機質成分のため、防火性に優れています。（準不燃材料相当）
※防火認定は取得していません。

防火性防火性

浸透性・ロックウール固化性に優れています。

浸透性・固化性浸透性・固化性

ホワイト・クリーム・ベージュ・グレーからお選びいただけます。

選べる４色選べる４色

1.アスベストを含まないことが証明された吹付けロックウールの粉塵飛散防止処理
　工事（表面固化工事）に適用する。
2.下地の条件として、吹付けロックウールの密着の程度が良いものを対象とする。
※浮き、大きな欠損やはらみのある場合は適用しない。事前の下地確認をすること。
※本工法を行う場合は、現場ごとにアスベストを含有していない分析証明の提示・掲示をすること。
※本工法はアスベスト封じ込め工法ではないため、アスベスト含有の場合は適用できません。

注）本工法は表面固化を高めるものであり、密着を強化するものではありません。

ホルムアルデヒド放散等級
F☆☆☆☆

ロックシールＲ２　NSK-0612019

準備 施工計画書作成、書類確認、資材手配等を行う。

仮設 休憩場、工事看板、分析証明書、工事柵などの設置を行う。

養生 床・壁等の養生を行なう。

足場 足場掛け等を行ない、機材を設置する。

素地補修  小さな傷・ほつれ等は押さえて補修する。欠損等大きな補修は別途工事で行なう。

表面固化 ロックシールＲ２ 主　材：18kg
清水：0.9～1.8Ｌ エアレススプレー 2 工程内

2h以上

0.6～1.0kg/㎡
18～30㎡/18kg
（２回での量）

片付け清掃  装置、足場等を片付け、ゴミ等を清掃する。

廃材処理  収集運搬業者に廃材を引き渡し、マニフェストを発行する。

検査  全工事完了後の関係者による検査を行い、できばえを記録する。

※所要量を厳守してください。塗付量過多になると剥落の可能性が生じます。



ロックウール粉塵
飛散防止処理工法
（表面固化）

ロックシールＲ工法
（吹付け仕様）

ロックシールＲ２　ＮＥＴ　18kg／缶入

基準色

施工上の注意事項及び安全衛生上の注意事項をご確認の上、施工ください。

各製品ごとの注意事項については、ダウンロードサイトよりご確認ください。

注意点 ダウンロードサイト
掲載製品を取り扱う際は、各製品のＳＤＳ及び

標準施工仕様書をご確認ください。

052-300-2222(代）

●このパンフレットは２０２６年８月の情報により作製しております。
●このパンフレットに掲載の製品は、予告なしに仕様や取り扱いを変更することがあります。
●諸官公庁等の特記仕様がある場合は、それを優先してください。

vol.5-3

本　社
広　島 0 8 6 - 2 4 4 - 3 7 1 1
福　岡 0 9 2 - 4 3 3 - 6 2 6 2
鹿児島 0 9 9 - 2 9 9 - 1 5 0 0

札　幌 0 1 3 3 - 6 2 - 5 5 8 0

東　京 0 3 - 3 9 8 1 - 2 5 0 0

仙　台 0 2 2 - 7 0 6 - 5 7 1 0
北関東 0 2 8 0 - 9 8 - 5 2 3 2

横　浜 0 4 5 - 5 9 5 - 1 5 5 0
0 2 5 - 3 6 4 - 6 0 6 6新　潟

金　沢 0 7 6 - 2 2 5 - 5 6 2 3

名古屋 0 5 6 8 - 6 9 - 5 2 0 0

松　本 0 2 6 3 - 3 0 - 1 5 6 2
静　岡 0 5 4 - 6 5 5 - 5 1 5 0  

0 6 - 7 6 6 8 - 5 3 2 0大　阪
岡　山 0 8 6 - 2 4 4 - 3 7 1 1


